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Sgr A Eastは、超巨大ブラックホール Sgr A⋆の近傍の特異な環境にある超新星残骸 (SNR) である。そのた
め、Sgr A⋆の過去の活動性との相互作用の可能性が議論されてきた。Ono et al. (2019) は「すざく」衛星で Sgr
A EastのX線スペクトルから放射性再結合連続成分 (RRC) を検出し、その高温プラズマが再結合優勢状態にあ
る事を発見した。そして、この起源として、X線光度が約 104 年前に∼ 1042 erg s−1 (現在の∼ 109倍) であった
Sgr A⋆による光電離とする説を提唱した。一方でOno et al.のRRCの検出は、周囲の非常に強い銀河中心X線
放射 (GCXE) バックグラウンドの慎重な評価に基づく結果であり、不定性がある事は否めない。
2023年 9月に打ち上げられたX線分光撮像衛星 XRISMは、2024年 2月末に Sgr A Eastを含む Sgr A⋆周辺を

観測した。X線マイクロカロリメータResolveは、Sgr A Eastの Fe XXV Heα輝線の微細構造を初めて分離検出
した。その輝線幅は狭く、Sgr A Eastが膨張速度の遅いmiddle-aged SNRである事を示唆する。また、共鳴線を
越える強度の禁制線を検出した。これは Sgr A Eastが再結合優勢状態である事を強く支持する。現在、より精密
なプラズマ診断へ向け、特に Fe XXVI Lyα輝線に対するGCXEバックグラウンドの影響の評価を進めている。


